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抄録：本稿は，令和４年度滋賀短期大学附属すみれ保育園の保護者会主催による園内研

修会の報告書である。３・４・５歳児のクラスにおいて，コーディネーション運動を取

り入れた運動遊びの保育実践に取り組んでいただき，その実践内容を記述するとともに，

担当していただいた先生方の振り返りに記載されたコメントを元に，運動遊びの重要性

と保育者の〝動きを観る眼〟の重要性について言及した。  
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１．はじめに	

本稿では，滋賀短期大学附属すみれ保

育園 (以下，「附属すみれ保育園」と言

う)における令和４年度の保護者会主催に

よる園内研修として，運動遊びについて

の内容で行った研修会について報告する。  

例年，附属すみれ保育園の保護者会主

催の園内研修は外部講師を招いて開催さ

れてきたとのことであるが，今年度は滋

賀短期大学の教員である筆者が依頼を受

けた。今回の研修会は，３・４・５歳児

の各クラスにおいてコーディネーション

運動に着目した運動遊びの保育実践をお

こなっていただき，実践直後に筆者との

振り返りの時間を持つとともに，あらた

めて各自の実践を振り返っていただいた

報告書を提出していただくという方法で

展開した。今回の研修会のねらいは，テ

ーマとして掲げられたコーディネーショ

ン運動についての理解と，日常の運動遊

びの保育活動の中にコーディネーション

運動を取り入れていただくことに加え，

子どもの〝運動〟や〝動き〟そのものに

注目できる〝動きを観る眼〟に対する意

識を持っていただくこととした。  
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２．コーディネーション運動とは	

2.1	コーディネーション運動とは	

コーディネーション (coordination)とは，

一般的には作用や機能の調整を意味する

言葉であり，運動学的には筋肉活動の共

同作用を意味する言葉として用いられて

いる。つまり，コーディネーション能力

とは，全身の筋肉活動を調整する能力，

つまり思うように自分の体を巧みに動か

す能力であり，コーディネーション運動

とはコーディネーション能力を向上させ

る運動のことを意味する。  

コーディネーション能力を構成する要

素については様々な議論があるが，今回

の取り組みについては，表１に示す５つ

の要素2）を念頭に置くこととした。  

 

2.2	幼児期におけるコーディネーション

運動	

乳幼児期の運動発達を概観すると，０

～２歳で獲得される「移動運動の技能」

をベースに，３～５歳にあたる幼児期は

「基本運動の技能」を獲得する時期にあ

たる。この時期に獲得した「基本運動の

技能」は，児童期以降に獲得する「スポ

ーツ的・ゲーム的活動の技能」「日常生

活・仕事の技能」「表現の技能」の土台

となり1)，その後の子どもたちの運動能力

の個性に大きな影響を及ぼすことが考え

られる。  

山口ら(2018)4)は，この基本運動を基本

的運動動作と呼び，幼児期は基本的運動

動作の獲得と発展の時期であるとしてい

る。また，思うように自分の体の動きを

コントロールする能力であるコーディネ

ーション能力について，「神経が発達す

る幼児期に，神経と結びつきの強いコー

ディネーション能力を刺激することは，

より効果的に運動能力を高めることにつ

ながるものと考えられる。」と指摘して

いる。このように，運動能力の発達過程

において，幼児期にコーディネーション

運動に取り組むことには重要な意義があ

ると考えられる。  

 

３．運動遊びの実践と振り返り	

今回の研修会は，保育実践に取り組ん

でいただく保育者に対し，事前に東根明

人らの著書２冊 2)3)を参考図書として紹介

するとともに，コーディネーション運動

と各著書の内容についての勉強会を持っ

た。その後，３・４・５歳児の各年齢ク

表 １ コーディネーション能 力 の各 種 要 素  

要	 素	 内 	 	 	 	 容 	

バランス	 能力	 姿勢を維持する力や動いていて止まった時に体を制御する力	

リ 	ズ 	ム 	 能力	 自身のリズムをつくる力や相手との動きのタイミングをつかむ力	

反 	 	 応 	 能力	 合図や動きに素早く反応する力や動作を素早く切り換える力	

操 	 	 作 	 能力	 各種用具や自身の体をねらいに合わせ，スムーズに動かす力	

認 	 	 知 	 能力	 空間や時間などを把握する力や状況や相手を考え・判断する力	

出典：東根明人(2015)	

楽しみながら運動能力が身に付く！幼児のためのコーディネーション運動	

明治図書，p.12	
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ラスでの実践に向け，コーディネーショ

ン運動を取り入れた運動遊びの簡単な指

導計画を作成していただいた上で運動遊

びの保育実践を展開していただき，実践

後に振り返りも含めた報告書を作成して

いただくという一連の流れで行った。本

章では，保育者に提出していただいた指

導計画と報告書を元に，各クラスで取り

上げたコーディネーション運動と各保育

者の振り返りまでを紹介する。  

 

3.1	年少児クラス（そら組）	

担	 	 任：田村まゆみ  

対  象  児：30名（男児12名・女児18名）  

実践日時：９月15日（木）10:00～10:30  

実践場所：すみれホール  

 

＜子どもたちの運動能力の実態＞	

体を動かして遊ぶことが好きで，広い

場所に行くとすぐ体が動き，走り回った

り，飛び跳ねたりしている。また，サー

キット遊びが好きで，跳び箱からジャン

プをしたり，平均台を渡ったり，マット

で前転をしたりなど，少し難しいことに

も意欲的にチャレンジすることを楽しん

でいる。しかし，体の使い方がぎこちな

いため，両足を揃えて跳べなかったり，

座るとすぐに立てなかったりする姿があ

る。また，転んだ時に手が出せずに怪我

をすることも多いことも気になっている。  

 

＜取り入れたコーディネーション運動＞	

子どもたちの運動欲求を満たすこと，

全身の動きを伴うこと，３歳児なりにイ

メージを持って取り組めることを念頭に，

以下の運動を取り入れる。  

①音楽コーデ  

「グーチョキパーで何作ろう」の手遊

びから様々なものに変身する。  

【伸ばす能力】  

	 バランス・リズム・反応・操作・認知  

②動物ジャンプ  

音楽コーデからの流れで，物語性を持

たせた中で色々な動物に変身し，変身し

た動物に合わせた跳び方に挑戦する。  

【伸ばす能力】  

バランス・リズム・操作・認知  

③ストップ＆ゴー  

合図に合わせて，走り出したり事前に

決めた色々なポーズで止まったりする。

【伸ばす能力】  

バランス・反応・操作・認知  

	

＜実践後の振り返り＞	

コーディネーション運動を保育者自身

が学ぶことで，ひとつひとつの動きにつ

いて意識するようになった。今後もクラ

スの子どもたちの運動能力をじっくり観

察し，どのように走っているのか，登っ

ているのか，蹴っているのかを見ること

で育てていきたい能力を考え，遊びに取

り入れていきたい。  

今回の活動は，約 30分の活動だったが，

子どもたちは汗だくになりながら，楽し

んで取り組めていたのではないだろうか。

音楽を使ったことで，子どもたちも自然

に体が動いたように感じた。今回は，床

に単色のビニールテープで線を引いただ
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けの環境であったが，「やりたい」と思

えるよう，視覚的にも様々な色で線を描

いたりフープや大縄などを用いたりなど，

他に様々な方法が取れたのではないかと

感じている。  

上手く体を使っている子どもに注目す

る声かけをしたことで，周りの子どもも

真似て動いている姿があり，保育者が指

導するよりも効果的だと感じた。横に動

く動作が少なかったので，今後の実践で

取り入れていきたい。合図に合わせて止

まる動きが難しそうだったので，聴いて

反応するという遊びを普段の保育の中に

取り入れていきたい。  

 

3.2	年中児クラス（やま組）	

担	 	 任：井上亜矢子  

対  象  児：30名（男児15名・女児15名）  

実践日時：11月10日（木）10:00～10:30  

実践場所：すみれホール  

 

＜子どもたちの運動能力の実態＞	

全般的に体力がなく，近くの公園へ散

歩にでかけてもすぐに疲れてしまう様子

が見られる。日頃の歩く様子，走る様子，

ジャンプする様子など，様々な動きの中

でバランス能力の低さを感じるとともに，

三角座りをしていても姿勢を維持できな

いなど，体幹の力が弱いのではと感じて

いる。雲梯や鉄棒，跳び箱，平均台，縄

跳び，ボール遊びなどに興味を持って取

り組むが，上手くいかず諦めてしまう姿

がみられる。  

 

＜取り入れたコーディネーション運動＞	

すべての運動の基本となる体幹を鍛え

ることを目的に，以下の運動を取り入れ

る。  

①グーチーパーじゃんけん  

	 「やきいもグーチーパー」の歌に合わ

せ，足でジャンケンをする。  

【伸ばす能力】  

	 バランス・リズム・操作・認知  

②いろいろ動物ジャンプ  

	 音楽に合わせて様々な動物に変身し，

ジャンプする動きも取り入れる。相手の

グループが何に変身したのかを当てる。  

【伸ばす能力】  

	 バランス・リズム・操作・認知  

③なりきり渡り足変えの術  

忍者，エビ，カニになって平均台を渡

る。合図に合わせて止まる。片方の足を

平均台に乗せ，リズミカルにケンケンで

移動する。  

【伸ばす能力】  

バランス・リズム・反応・操作・認知  

 

＜実践後の振り返り＞	

グーチーパーじゃんけんでは，リズム

に合わせて跳ぶことが難しそうだったが，

日頃から慣れ親しんだ好きな歌による遊

びでもあり，楽しみながら取り組んでい

るように感じた。しかし，イメージして

いる動作と実際に足で行う動作を一致さ

せることができずに戸惑う姿もみられた。  

いろいろ動物ジャンプでは音楽に合わ

せて変身することを喜び，それぞれ全身

を使って表現している様子が見られた。
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保育者の話とピアノを聞いて変身するた

め，聞いて理解している子どもと理解で

きていない子どもの差が一目瞭然であり，

それは普段の生活における姿とも一致し

ていた。見ている側の子どもたちも，相

手チームの子どもたちが変身している姿

を当てることを喜んでいた。伸ばしたい

能力とカイヨワの遊びの４要素のすべて

が取り入れられている運動であった。  

	 平均台を使ったなりきり渡り足変えの

術では，片足を軸にして移動する際にふ

らつく子どもが多く，体幹が弱い子ども

の姿が顕著にあらわれていた。  

	 今後も，体幹が鍛えられるような遊び

を多く取り入れた保育内容を考えていき

たい。そのためには，子ども一人ひとり

の運動能力をしっかりと把握していくこ

とが必要であることに気づいた。また，

ジャンプや回るといった動きにおいても

色々な動き方があることを伝え，子ども

と共に楽しみながら取り組んでいきたい。  

 

3.3	年長児クラス（うみ組）	

担	 	 任：小川真耶子  

対  象  児：29名（男児21名・女児８名）  

実践日時：11月17日（木）10:00～10:45  

実践場所：すみれホール  

 

＜子どもたちの運動能力の実態＞	

体幹が弱く姿勢維持が難しく，長時間

は落ち着いて座っていられない。雲梯や

鉄棒等，得意な子はどんどん色んな技に

挑戦しようとするが，挑戦する前から諦

めたり，失敗するとすぐに「無理」「難

しい」とその場から去ろうとしたりする

子どもが多い。また，保育者の指示を聞

いて的確に動く力が弱い姿も感じる。  

 

＜取り入れたコーディネーション運動＞	

指示を聞いて咄嗟に動く力や，見て判

断する力，またみんなで一緒に取り組む

ことの楽しさを感じて欲しいため，以下

の運動を取り入れる。  

①一緒にキャッチ  

玉入れの球を投げ上げて，自分でキャ

ッチする。投げ上げる高さを変えたり，

２個同時に投げ上げたりしてバリエーシ

ョンを持たせる。  

【伸ばす能力】  

	 バランス・操作・認知  

②ストップ＆ゴー  

	 子どものアイデアを取り入れながら，

様々な動きで移動し，笛の合図で様々な

ポーズで止まる。  

【伸ばす力】  

	 バランス・反応・操作・認知  

③オセロゲーム  

	 星チームとハートチームに分かれ，片

面に星，もう片面にハートを描いたカー

ドを床に置き，決められた時間内にでき

るだけ多く自分のチームの形が描かれた

面にひっくり返していく。  

【伸ばす能力】  

	 バランス・反応・操作・認知  

 

＜実践後の振り返り＞  

一緒にキャッチは，実際に子どもたち

にやらせてみると，大人でも難しく子ど
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もたちも上手くできなかった。投げると

いう動作でも，上からや下から，高く低

く等様々なバリエーションの動きを取り

入れて楽しめるとよかった。上手な投げ

方，捕り方をした子どもを紹介する時は，

どんな投げ方や捕り方をしたから上手く

できたのかを具体的に伝えたらよかった

と感じたので，今後の保育に活かしてい

きたい。  

オセロゲームでは，より厚みのある段

ボール等を使用した方がひっくり返しや

すかった。自分のチームのマークが見え

ているカードの枚数をみんなで数えるな

ど，数の多い少ないという理解が自然と

身に付くようなゲームでよかった。  

 

４．研修を終えて	

今回の研修はコーディネーション運動

をテーマとし，テーマを取り入れた保育

実践を実際に行っていただき，その実践

について振り返りの機会を持つという形

で展開させていただいた。筆者の思いと

しては，日頃の運動遊びの保育実践の中

で〝遊び〟に着目するのではなく，〝運

動〟や子どもの〝動き〟そのものに着目

していただきたいという思いがあった。

この視点に立ちながら保育者の報告書を

みると，＜実践後の振り返り＞で，大切

なポイントを挙げていただいているので

個々のコメントを紹介する。  

 

－田村まゆみ（年少児クラス）－  

「ひとつひとつの動きについて意識する

ようになった」  

「どのように走っているのか，登ってい

るのか，蹴っているのかを見ることで育

てていきたい能力を考え，遊びに取り入

れていきたい」  

 

－井上亜矢子（年中児クラス）－  

「子ども一人ひとりの運動能力をしっか

りと把握していくことが必要」  

「色々な動き方がある」  

 

－小川真耶子（年長児クラス）－  

「大人でも難しく子どもたちも上手くで

きなかった」  

「どんな投げ方や捕り方をしたから上手

くできたのかを具体的に伝えたらよかっ

た」  

 

	 保育者のこれらのコメントは，体を動

かすことが中心となる運動遊びにおいて，

どのように子どもたちが動いているのか，

その〝動き〟に注目することが重要であ

ることを意味している。保育者の視点と

して重要なのは，全身を使って遊んでい

る子どもの〝動き〟を観る眼であり，そ

の視点を持つことが次のステップの運動

遊びの指導につながるのではないだろう

か。  

更に興味深いものとして，「聞いて理

解している子どもと理解できていない子

どもの差が一目瞭然であり，それは普段

の生活における姿とも一致していた」と

いうものがある。運動遊びでは，運動を

通して子どもの理解力や認知力を観るこ

とができると考える。それは，今回テー
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マとしたコーディネーション運動のよう

に，様々な指示を聞いて自分の体をコン

トロールすることを求められる運動遊び

では，より鮮明に浮かび上がるのではな

いだろうか。このことは，運動遊びが子

どもの理解力，認知力の発達に欠かせな

い遊びであると考える要因のひとつでも

ある。  

 

５．おわりに	

	 今回の園内研修は，実際に取り組んだ

保育実践を振り返るという形で展開させ

ていただいた。重要な点は，振り返って

いただいたことについて，今後の保育実

践に活かすことができるかということで

ある。幼少期の子どもにとって，運動遊

びは身体を通して〝自分はできる〟とい

う感覚を感じ取れる絶好の遊びである。

運動遊びで得た〝自分はできる〟という

感覚は自己肯定感を育み，子どもたちの

人格形成にも大きな影響を及ぼすであろ

う。子どもたちの発達を支える運動遊び

の効果的な指導に，保育者の〝動きを観

る眼〟は重要であると考えるが，その視

点は運動学的な知識だけではなく，日常

の保育活動の中で養われていくものであ

ると考える。保育者には，運動遊びの重

要性に対する認識と運動を通して子ども

の育ちを観る眼も持っていただくことを

お願いするとともに，私自身もその一助

を担えればと考える。  
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